
編

集

後

記

ど
の
学
校
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が、
創
立の
節
目
と
な
る
年、
年
史に
携
わ
る
部
署

は
俄
か
に
慌
た
だし
く
なる。

平
成二一
年
度
は
本
学
が
開
校し
て一
三
O
年
と
い

う
節
目で
あ
り 、
事
務
室
に
は
常に
切
羽
詰まっ
た
空
気が
漂っ
て
い
た。

九
月一
六
日の
大
学
創
立記
念
日
に
合
わ
せ
て
『
専
修
大
学の
歴
史』
を
刊
行、

展
示は
大
学
創
立
記
念
日
か
ら
「
創
立
者
同
時
代
展」
を
神
田、
生
田
校舎 、
サ
テ

ラ
イ
ト
キャ
ンパ
ス、

東京
芸
術
劇
場
と
巡
同
展
を
行い、
終
了
後 、
息つ
く
暇
も

な
く 、
創
立
者の一
人
で
あ
る
「
駒
井
重
格の
軌
跡」
展
を
駒
井の
出
身
地
で
あ
る

桑
名
市に
おい
て、
桑
名
市
博
物
館 、
一
橋
大
学と
の
共
催
で
開
催し
た。
そ
の
問 、

他の
部
署か
らの
資
料
提
供
依
頼
な
ど
も
あ
り 、
ま
さ
に
綱
渡
りの一
年
で
あっ
た

と
い
え
る。
私
自
身
は
直
接
的
に
関
わ
る
機
会
は
少な
かっ
た
が、
実
際に
そ
れ
ら

の
業
務
を
担
当し
た
課員に
は
頭の
下が
る
思い
で
あ
る。

一
方で 、
節
目の
年
と
い
う
の
は
自
校
史に
日
を
向
け
て
も
ら
う
絶
好の
機
会
で

あ
る。
普
段は
あ
ま
り
関
心
を一不
さ
な
い
学
生
や
教
職
員
も
展
示
やホ
lム
ペ
l
ジ 、

ま
た
学
内
広
報
紙な
ど
に
大
学の
歴
史が
頻
繁に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よっ
て、

興
味
や
関
心
が
高まる。

ま
た、
卒
業
生
や一
般の
方々
に
も
本
学の
歴
史
を
紹
介

す
る
機
会が
広
が
る
年で
も
あ
る。

今
年一
年の
締め
括
り
とし
て
「
専
修
大
学
史
紀
要
第二
号』
が
刊
行さ
れ
る。

願
わ
く
ば 、
自
校
史へ
の
関
心
が
節
目の
年
だ
け
で
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
発

信
を
続
け
て
い
き
たい
と
思
う。

(
大
学
史
資
料
課
長
岩
崎
俊
彦)


